JPACS＆PHR合同IHMS委員会　議事メモ
2014年1月23日　13時～15時半
IHMS委員会　企画WG主査
　森口修逸

（PHR協会　事務局・理事）
場所：㈱日立ソリューションズ（日立SL）
２０階会議室（品川駅前）及びWeb会議

出席者（敬称略）：　　　　　　　       　　　　　　　　　　　　　　
◎会議室への出席者

JPACS：山本（横河医療）、喜多先生（JPACS会長：途中出席）  、
PHR協会：篠田洋幸（日立SL）、藤井田俊雄（イソラ）、鈴木淳夫、森口（記）
◎Web会議への出席者：PHR協会　毛利元三（淳風会：岡山）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
1． 本日より正式に、JPACS　IHMS委員会　及び　PHR協会の合同の会議を開催
2． 前回議事録確認。
・「（3）20131212IHMS＆PHR合同委員会議事メモ」に関しては承認

・詳細議事録を一部訂正したのち、承認。［（2）訂正後の資料参照］

3． 篠田・毛利・山本等、新たに出席した人が多かったため、喜多先生が来場されるまで、これまでの経緯を、前回の資料のPPT「20131109IHMSご説明資料(変更後)」などを使って説明。（森口）
4． PHR協会の来年度の行事の連絡

（1） 6月14日に博多にて、第2回の講演会を行う予定。

（2） 第 21 回アジア労働衛生会議（ACOH：http://acoh2014.com/index.html）が９月２～４日に行われるので、展示への参加を検討中。

5． 議事：
1 森口が作成し、細羽先生と3時間議論した結果の「シナリオ」事前に、京都工場保健会の村山様がコメントいただいた結果を森口が課題に吹き出しを付けた資料を元に、順に確認。
添付資料（「(1)20131212統合デジタル健康管理システム シナリオ（案２）_20140111村山確認」）

2 ［「継続的な健康管理」を行うための個人健康情報の継続性の担保］が極めて重要で、そのためには、①受診者ID、②JLAC10、③デジタル医用画像の継続性、④PHRとして個人健康情報を本人が取得する情報（毎日の血圧・体重・食事歴　等）の信頼性　で、当面、①～③を詳しく検討する。（森口）
3 シナリオについて、主に、毛利（淳風会）にコメントを求めた。（森口）
ａ．受診者情報の変動に対応するために、社員番号党とは異なる、健診機関側で維持している受診者の番号を別途、保有している。

ｂ．受診者IDにかかわる氏名・性別・社員ID・勤務部署　等の情報は、企業側から得ても、かならず、受診者から（健診現場で）再度確認をしている。
ｃ．デジタル納品は、ＸＭＬデータは健康保険組合のみに直送しており、企業の安全衛生担当者にはExcel情報のみを送付している。（京都工場保健会と同じ）

ｄ．医用画像を健診結果と一緒に納品する事例は（企業の）定期健診では殆どないが、人間ドックの場合は散見される。

ｅ．所見がある場合に、デジタル画像を受診者本人に手渡す場合はある。
ｆ．臨床検査では、JLAC10対応のために富士通の変換システムを利用しているが、一部の機能のみ使用し、全面的に運用しているわけではない。JLAC10を全面的に運用することは、（面倒で）困難である。
ｇ．医用画像機器は、病院では、個々の事情で、現場が仕様・価格等で必要としているベンダから購入するが、健診バスについては、少しでも安いものを購入する観点と、補助金であることが多く、その縛りから、入札を行っている。
そのために、どこのメーカーの医療機器を購入するかが事前に想定しにくい。
ｈ．読影はすべて、院内で実施している。
ｉ．本人にデジタルデータを渡す時を含めて、データの暗号化については、今まで意識をしていない。
4 シナリオについて、次回までに、毛利氏にコメントをいただくこととした。
5 シナリオ策定の完了の確定と、今後の作業内容について（喜多）
ａ．テクニカルフレームワーク（ＴＦ）を作るためには、アクタを決める必要あり。
ｂ．今回の範囲は、医療で言う、ＳＷＦにあたるので、ＩＨＥ協会の支援が必要である。

（ＩＨＥ協会としての）安藤先生・細羽先生と打ち合わせる必要がある。

6. 次回予定：2月14日：14時～17時とする。

　　　　　会議場所及びＷｅｂ会議も今回と同じとする。

7. トピック：今回、IHE協会提供のCISCO会議システムで、Web会議は完全に行えた。
1 会議室外部とは、日立SL提供のPC（有線LAN）とプロジェクタ、比較的高性能な外部スピーカと集音マイクにより、会議室内とWeb相手が違和感なく、会話できた。
2 会議室内の無線LAN対応PCの鈴木・藤井田は、森口提供のスマホのデイザリング機能を活用して、Web先の毛利と直接の会話も行えた。
―以上―
